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1 .実践の場で必要とされる家族看護介入研究

複数の人間が織り成す家族は個別的で複雑であ

り，多くの看護職者にとって家族看護実践は難しい

実践である．実践の場で必要とされる家族看護研究

はヲ看護職者が家族と向き合う際の指針となり看護

ケアを導く援助理論の開発やマンパワー不足の我国

の臨床でもベットサイドで実践可能な援助方法の開

発である．

家族看護実践モテ、ルは国内外でFriedmanら11,

Wrightらペ鈴木ら3）などによって開発され，わが

国ではこの数年で周産期，高齢者介護，終末期ケアな

どの特定領域における家族援助理論の開発が進んで

きている．今後さらに家族看護介入研究が行われる

必要がある．

2. 家族介入研究とは

家族看護介入研究とは 家族に対して変化を意図

した看護援助を行い，その効果から援助の有効性を

明らかにする研究手法であり，次の3つのタイプが

ある．①構造化された家族看護介入を実施しその結

果として生じた家族の変化から介入の有効性を実証

する実験的デザイン， CT個別家族へ援助指針に基づ

く看護援助を行いそのプロセスの分析から家族の変

化の契機となった看護師の関わりを理論化する記述

的デザイン，③家族の抱える問題解決のために研究

者と家族が協力して解決策を導き出し，家族の相互

作用にフィードパックする過程を循環させるアクシ

ョンリサーチ．ここでは筆者の研究を素材として記

述的デザインを中心に検討する．

3.看護学の観点からの家族の概念規定

家族看護介入研究においては，家族がデータ源で

あると共に介入対象でもあるため，家族の明確な概

念規定が重要である．家族社会学者森岡41の家族の

定義がよく知られているが，看護学では，「家族Jと

いう現象を営む人々の体験世界から捉える視点を持

ち，個々人の家族観や個々の家族で行われる相互作

用のあり方が尊重される概念を規定することが重要

である．

家族を相互に「家族Jという意味を共有しあい相互

作用しあう 2人以上の人々のまとまりと規定した

場合，研究対象としての家族を実体として捉えるた

めには，研究で扱う事象の中心となる人物を核にし

た人間関係をつかむことが必要になる．

老人がん患者家族を対象とした筆者の研究5）で

は，老人患者を中心に「老人患者，患者が家族員と認

めるもの，及び自ら患者の家族員と認めるものが含

まれるjとし，さらに「開放システムJとして家族を

全体的に捉える視点を明確にした．

4. 介入としての家族看護援助

家族看護介入研究では 家族看護援助の目的と方

法についての明確な規定が必須である．実験的デザ

インでは厳密に，記述的デザインでは援助プロセス

の中で変化する家族の状況に対応して適切な看護援

助を判断し実施していくことができるよう，介入指

針を出す必要がある．
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5.有効な家族看護援助の見出し方

看護援助は，家族との相互作用場面において個人

及び家族の状況，あるいは看護師の行為に対する相

手の反応に応じて，変化を意図して看護師が行う行

為である．看護師が直接働きかけるのは個人であり，

個人の変化によって看護師の関わりは刻々と変化し

ていく．相互作用の繰り返しによって個人の変化は

進行していくが，一方で個人の変化はその個人にと

どまらず他の家族員との関係の変化を引き起こし他

の家族員にも影響を与える．看護師は家族内の複数

の家族員それぞれに関わるのでこの変化の波は幾重

にも重なり複雑な様相を示す．家族の変化は，家族を

構成する個人と個人間の関係の質的な変化が有機的

に関連しあいながら進む複雑な過程といえる．した

がって家族の変化と家族の変化に影響を及ぼした看

護援助とその効果を単純に因果関係で捉えることは

難しい．

家族の変化と看護援助の関係を明らかにするため

には，相互作用場面での個々の家族員の状況，家族員

聞の関係の状況，家族員と看護師の相互作用の状況

について詳細を見る視点と，患者の療養にそった一

連の時間経過に沿って家族の様相と看護師の関わり

を捉える全体的な視点、の両方が必要である．そして，

一つひとつの場面がどのように積み上げられて全体

としての変化の過程をたどるのかを見ることが必要

となる．

そのためには，研究者自身が直接，家族の生きた姿

に関わり家族の全体像と詳細を把握するとともに

自らの体験そのものをデータとすることが求められ

る．こうした，個々に異なる変化の様相をしめす家族

とそれに応じた看護師のかかわりを丹念に分析する

ためには，事例研究が最も適している．

また，家族システム全体の変化を真実性を確保し

つつ捉えることは非常に難しい．筆者の研究では，個

人の成長と家族内の個人聞の関係の成長のそれぞれ

を明らかにし最終的に全体統合しびとまとまりの家

族の成長を捉える方法を試みた．

看護援助とは，ある共通の意図を有する看護師の

行為の集合と考える．したがって家族看護介入研究

において家族の変化に影響を及ぼした看護援助を明

らかにするためには，家族の変化に関連する看護師

の行為の一つ一つを取り出し，それらの行為に看護

師が付した意図に基づき共通するものを集めていく

ことで可能となる．また看護援助の効果とは，最終的

な家族の状態によって示される結果ではなく，家族

の変化の過程に及ぼす肯定的な影響をいう．した

がって，看護援助の効果を明らかにするためには，

個々の家族の療養経過全体から変化を示す現象を見

出し，それに関連する一連の援助場面を取り出して，

場面ごとの看護師と患者及び家族員の相互作用と場

面聞の関連について詳細に分析することが適切であ

る．

6.家族看護介入研究の一例

筆者の家族看護介入研究「手術を受ける老人がん

患者の家族の成長を促す看護援助jの目的は，老人が

ん患者の癌診断から手術を経て在宅療養へ続く療養

期聞を通して患者を含む家族の成長を促す看護援助

を明らかにすることであった．研究方法は，研究者自

ら家族看護援助を行い，同時に収集した家族の状況

と看護師の関わりに関するデータから，家族の成長

を促す看護援助を明らかにする質的帰納的研究方法

をとった．研究は①研究者の看護実践を方向付ける

理論的基盤を明確にする，②個別家族に対して①の

理論的基盤をもとに家族の成長を意図した看護援助

を展開し，同時に参加観察法，面接法等でデータ収

集，個別家族ごとの事例分析とそれを統合した全体

分析から結果を導き出すの2段階から成る 対象

6家族から以下の結果を得た．老人がん患者の成長

は高齢の自分に自信と誇りをもち必要な援助を家族

員から得て療養を行う 自分を保って余命を生きる

姿勢を見出すなどの8項目 家族員の成長は患者の

異なる価値観や生き方を認め支援する関係の持ち方
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を見出すなどの5項目 個人間の関係の成長は相互

に思いや考えを理解し合う関係を発展させるなどの

4項目．そしてこれら家族の成長を促す看護援助と

して，暖かく誠実な態度，深層への関心の導き，意欲

と希望の支持，開カ通れたコミュニケーションへの援

助，家族で取り組む患者主体の療養への援助を含む

9つが明らかとなり，これらの看護援助の効果は，家

族関係の要となる個人の成長を促すことで家族関係

が肯定的に変化する突破口が聞く，など4つが確認

された．

7.今後の家族看護介入研究に向けての課題

家族看護介入研究は，家族看護学が実践の科学と

して発展していくための重要な領域である．しかし

家族および家族看護介入の複雑さに基因する課題が

山積している．以下に重要なものを列記した．

①「家族Jに含まれる個人の特定方法，②「家族j

からの研究参加承諾方法③看護介入の有効性確認

方法と真実性確保方法④複雑なデータ分析過程の

効率化・体系化，⑤研究者の家族看護実践能力向上，

⑥家族看護介入を行う研究フィールドの確保．
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